
市内各地で豆まきが行われ、「鬼は外、福は内」のかけ声

が響き渡りました（写真は中地区で行われた豆まきの様子）。

子どもたちはたくさんの福と、袋いっぱいのお菓子をおう

ちに持ち帰りました。

今年の恵方はどっちかな2月初旬土砂災害警戒区域表示看板を整備1/28

市指定無形民俗文化財「鬼射」が落合の白山神社境内で行

われました。役者と呼ばれる射手2人が矢を放ち、的に当た

ると「当たり」という掛け声とともに大きな拍手がおくられ

ました。

五穀豊穣を祈って2/11

２
月
の
で
き
ご
と

伊豆縦貫自動車道、河津下田道路のⅡ期（梨本～箕作間）の

起工式及びⅠ期（箕作～6丁目）の杭打ち式がこの日行われま

した（写真は箕作で行われた杭打ち式）。生活道路としてはも

ちろん、医療や娯楽など様々な面で飛躍が期待できます。

これからが楽しみな道、命の道2/21
第6回下田まち遺産こどもシンポジウムが市民文化会館小

ホールで行われました。稲生沢中、大賀茂小、白浜小の生徒

が総合学習の成果を発表、その後まち遺産に関する意見交換

が行われ、子どもならではの意見を交わしました。

2/21

（一財）砂防フロンティア整備推進機構が行う宝くじ助成事

業により、市内4か所に看板を設置しました。

土砂災害は身近な災害です。地域を知り、防災教育に役立

ててください。

残していきたい下田まち遺産

広報しもだ ２０１５.３月号 －１２－

1日 第1回下田まちあるきジオマップづくり

4日 第3回下田・本郷地域まちづくり会議

5日 消防団協力事業所認定式

6日 「北方領土の日」記念史跡めぐりマラソン

7日 ゴミひろいしましょ！（下田公園）

12日 下田市災害対策本部図上訓練

18・19日 下田市議会2月臨時会

21日 河津下田道路起工式及びⅠ期杭打ち式

第6回下田まち遺産こどもシンポジウム

25日 おもてなしプログラムwith世界一の海づくりプロジェクト

26日 市長、黒船祭のため大使館へ表敬訪問

27日 自衛隊入隊予定者激励会

有限会社木吉屋様、株式会社ひらやま様の2事業所が消防

団協力事業所に認定されました。

消防団協力事業所とは、団員を雇用したり、資機材提供な

どで貢献していただく事業所です。

2/5 消防団活動へのご協力をお願いします

－１３－ 広報しもだ ２０１５.３月号
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３月の納税
（納期は3月31日）

＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

３
月
下
旬
か
ら
４
月
初
旬
は
、

転
勤
や
進
学
な
ど
に
よ
り
住
所
異

動
の
届
出
に
来
庁
さ
れ
る
方
が
集

中
し
、
窓
口
が
非
常
に
混
み
合
い

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
混
雑
の

緩
和
の
た
め
下
記
の
５
日
間
、
市

民
保
健
課
市
民
係
窓
口
と
国
保
年

金
係
窓
口
の
受
付
時
間
延
長
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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時
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◎
市
民
係

転
入
・
転
出
・
転
居
届
、
住
民

票
、
戸
籍
謄
本
、
印
鑑
登
録
証
明

等
の
交
付

※
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
、
住
基

ネ
ッ
ト
の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
国
保
年
金
係

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

加
入
、
脱
退
届
等

※
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

介
護
保
険
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
、
児
童
手
当
、
小
中
学

校
児
童
・
生
徒
の
転
出
入
な
ど

に
つ
い
て
は
、
通
常
業
務
時
間

内
に
手
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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民
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係
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保
健
課
国
保
年
金
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窓
口
③
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緯
鰻
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平
成

年
度
の
市
県
民
税
、
固

２６

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
た
り
、
滞
納
処
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

別
な
事
情
で
納
付
が
遅
れ
て
い
る

方
は
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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平
成

年
度
は
人
口
動
態
職
業
・

２７

産
業
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
出

生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合

や
、
婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た
方
に

は
、
市
区
町
村
の
窓
口
で
そ
れ
ぞ

れ
の
届
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

５
年
に
一
度
、
国
勢
調
査
の
行

わ
れ
る
年
度
は
、
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
各

届
書
に
職
業
の
記
入
（
死
亡
届
に

は
併
せ
て
産
業
の
記
入
）
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
口
動
態
調
査
で
使
用

す
る
情
報
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳

し
く
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
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亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出

໰
߹
ͤ
ઌ

市
民
保
健
課
市
民
係

（
窓
口
②
）
緯
鰻
２
２
１
５

৽
؅
಺
େ
ਓ
࢖
༻
ྉ

８,
０
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円

ద
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年
݄
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平
成

年
４
月
１
日
以
降
の
発

２７

行
の
許
可
分
よ
り

※
平
成

年
３
月

日
以
前
の
許

２７

３１

可
（
届
出
）
分
は
、
４
月
１
日

以
降
の
火
葬
で
あ
っ
て
も
従
前

の
５,
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
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伊
豆
斎
場
組
合

（
市
民
保
健
課
市
民
係
内
）

緯
鰻
２
２
１
５

吉
田
松
陰
の
足
跡
を
伝
え
る
寓

寄
処
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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時
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一
般
（
高
校
生
以
上
）

１
０
０
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小
・
中
学
生

円
５０

団
体
割
引

人
以
上
１
割
引

３０

໰
߹
ͤ
ઌ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

緯
姥
５
０
５
５

平
安
時
代
の
南
伊
豆
地
方
で
は
、

製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
、

出
土
し
た
製
鉄
炉
片
や
土
器
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

ظ
ؒ

３
月

日（
金
）～

１３

３
月

日（
金
）

２０

࣌
ؒ

時
～

時

１０

１５

৔
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道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
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生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

緯
姥
５
０
５
５

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
納

め
忘
れ
が
少
な
く
、
便
利
な
口
座

払
い
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
と
め
て
納
付
す
る
と

お
得
に
な
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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三
島
年
金
事
務
所

緯
０
５
５－

９
７
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１
４
４
４

市
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

伊
豆
斎
場
組
合
よ
り

管
内
大
人
使
用
料
が

改
定
さ
れ
ま
す

平
成

年
度
に

27

出
生
・
死
亡
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の

届
出
を
さ
れ
る
方
へ

（
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
）

平
成

年
度
の

27

国
民
年
金
保
険
料
額
は

1
5,

5
9
0
円
で
す

3
月

日（
月
）～

30

4
月
3
日（
金
）

戸
籍
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

窓
口
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す

後期高齢者保険料

（普徴）

８期

吉
田
松
陰
寓
寄
処
は
3
月
末
ま
で

休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す

市
史
編
さ
ん
ミ
ニ
展
示
会

「
伊
豆
の
古
代
製
鉄
」


